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法学研究60巻11号（’87：11）

「
法
規
の
過
剰
化
現
象
に
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
」

　
　
　
i
西
独
連
邦
司
法
省
の
資
料
の
解
題
と
翻
訳
ー

出石

口川

　
　
　
明
／
訳

雅
　
久
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解

一解二

　
題

増
大
す
る
法
規
の
過
剰
化
及
び
立
法
化
現
象
に
関
す
る
連
邦
司
法
大

臣
国
導
m
｝
国
夷
9
富
議
主
催
に
よ
る
討
論
会
1
「
よ
り
少
な
い

法
律
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
権
利
が
得
ら
れ
る
か
？
」
に
つ
い
て
ー

民
主
主
義
的
法
治
国
家
に
お
け
る
権
利
と
法
律
に
関
す
る
現
代
的
諸

間
題
ー
連
邦
司
法
大
臣
の
講
演
1

題

　
西
独
に
お
い
て
、
最
近
、
法
規
の
過
剰
化
現
象
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
．

こ
の
点
に
つ
い
て
、
我
々
両
名
の
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（
判
例
タ
ィ
ム
ズ

五
九
〇
号
一
七
頁
以
下
「
西
ド
イ
ッ
連
邦
司
法
省
に
よ
る
法
事
象
研
究
の
一
環
と
し

て
の
弁
護
士
研
究
」
）
．

　
最
近
、
西
独
連
邦
司
法
省
参
事
官
望
冨
目
冨
一
博
士
よ
り
若
干
の
資
料

が
私
の
主
催
す
る
手
続
法
研
究
所
に
送
ら
れ
て
き
た
。
ち
8
享
、
．
と
題
す

る
同
司
法
省
資
料
（
一
九
八
六
年
七
月
三
日
／
五
八
号
ボ
ン
）
と
同
省
の
ω
三
－

一
＆
三
一
九
八
六
年
七
月
一
一
日
八
五
号
／
七
一
六
頁
以
下
）
に
掲
載
さ
れ
た
連

邦
司
法
大
臣
頃
き
ω
》
閤
農
9
富
琶
氏
の
講
演
で
あ
る
．
こ
れ
ら
二
つ

の
資
料
か
ら
、
西
独
に
お
け
る
法
規
の
過
剰
化
現
象
の
悩
み
を
十
分
に
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
後
同
様
の
問
題
意
識
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
第
一
に
、
法
規
の
過
剰
化
は
法
治

国
家
主
義
の
下
で
は
．
あ
る
意
味
で
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
象
で



「法規の過剰化現象にいかに対処すべきか」

あ
る
と
は
い
え
、
元
来
、
人
権
保
護
を
目
的
と
す
る
法
治
国
家
主
義
が
、

か
か
る
現
象
の
下
で
逆
の
作
用
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
い
う
皮
肉
な
事
態

が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
社
会
的
法
治
国
家
に
お
い
て
は
、
国
民

生
活
に
対
す
る
国
家
の
後
見
的
介
入
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
社
会
の
生
活

関
係
の
複
雑
化
に
と
も
な
っ
て
、
法
規
の
詳
細
化
の
要
請
が
生
じ
る
と
同

時
に
、
そ
の
行
き
過
ぎ
に
よ
る
法
規
制
の
硬
直
化
現
象
が
生
じ
、
逆
に
詳

細
化
の
逆
の
要
請
（
あ
る
意
昧
で
の
一
般
条
項
化
）
が
詳
細
化
の
限
界
の
問
題

と
し
て
登
場
し
て
く
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
第
三
に
、
社
会
的
法
治

国
家
主
義
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
自
由
主
義
的
国
家
思

想
の
修
正
原
理
と
し
て
登
場
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
は
、
法
主
体
と
し

て
自
由
な
人
格
者
を
予
定
し
て
い
る
．
人
の
行
動
の
あ
ま
り
に
も
細
部
に

至
る
ま
で
法
律
を
も
っ
て
規
制
す
る
こ
と
は
右
の
理
念
に
も
反
し
、
そ
れ

が
結
局
遵
法
精
神
を
空
洞
化
し
、
法
の
権
威
の
失
墜
に
つ
な
が
る
こ
と
に

も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
か
よ
う
に
し
て
、
西
独
連
邦
司
法
省
は
、
今
や
法
規
の
過
剰
化
現
象
に

真
剣
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
資
料
は
簡
単
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
我
が
国
の
立
法
乃
至
法
学
界
に
対

す
る
警
鐘
と
し
て
、
紹
介
す
る
に
十
分
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
、
以

下
に
お
い
て
出
口
雅
久
君
が
こ
れ
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

増
大
す
る
法
規
の
過
剰
化
及
び
立
法
化
現
象
に

関
す
る
連
邦
司
法
大
臣
国
導
¢
＞
●
国
鑛
巴
富
三

主
催
に
よ
る
討
論
会
i
「
よ
り
少
な
い
法
律
に

よ
っ
て
よ
り
多
く
の
権
利
が
得
ら
れ
る
か
？
」

に
つ
い
て
！

　
世
間
で
は
、
条
文
数
が
増
大
す
る
こ
と
に
対
し
て
再
三
の
警
告
が
発
せ

ら
れ
て
い
る
．
目
下
、
連
邦
法
と
し
て
凡
そ
九
万
の
個
別
規
定
〈
田
冒
♀

き
§
窪
〉
が
存
在
し
、
こ
れ
に
日
々
新
法
が
加
え
ら
れ
、
或
は
旧
法
が
改
正

さ
れ
て
い
る
．
な
る
ほ
ど
連
邦
司
法
大
臣
は
、
こ
の
過
剰
な
法
規
の
主
要

な
生
産
者
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
「
連
邦
政
府
の

公
証
人
倉
。
冨
影
乃
至
は
法
律
顧
間
合
猛
葺
耳
V
」
と
し
て
こ
う
し
た
事

態
の
進
展
を
憂
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
法
規
の
過
剰
化
は
、
学
術
、
政
治
、
実
務
の
各
分
野
で
徐
々
に
議
論
の

対
象
と
な
り
つ
つ
あ
る
．
そ
こ
で
は
、
ま
ず
第
一
に
、
多
く
の
法
領
域
に

お
い
て
法
律
、
命
令
、
規
則
な
ど
の
甚
だ
し
い
増
加
が
指
摘
さ
れ
、
批
判

さ
れ
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
科
学
技
術
時
代
に
お
け
る
生
活
関
係
の
複
雑

化
の
結
果
、
国
民
の
す
べ
て
の
生
活
領
域
に
お
け
る
立
法
化
の
促
進
が
嘆

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
．
量
的
な
視
点
に
、
質
的
な
観
点
が
加
わ
え
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
の
実
効
性
の
低
下
、
法
の
受
容
度
の
低
下
及
び

法
の
指
導
性
の
低
下
な
ど
の
点
で
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
立
法
を
抑
制
し
た
い
と
い
う
言
葉
の
み
を
も
っ
て
し
て
は
、
こ
の
法
規

過
剰
化
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
十
分
で
は
な
い
．
立
法
化
の
原
因
及
び
結
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果
の
包
括
的
分
析
に
よ
っ
て
の
み
、
立
法
に
関
与
す
る
全
ス
タ
ッ
フ
の
意

識
の
転
換
の
契
機
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
連
邦
司
法
大
臣
が
、
学
界
、
政
界
、
裁
判
官
お
よ
び
弁
護
士
、

労
働
組
合
、
消
費
者
連
盟
な
ら
び
に
マ
ス
コ
ミ
の
各
界
代
表
を
お
招
き
し
、

法
規
の
過
剰
化
と
立
法
化
の
問
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
討
論
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
学
術
的
見
地
か
ら
は
、
就
中
、
国
萄
環
幹
Φ
ヨ
教
授
（
ヶ
ル
ン
大
学
）
と

国
聲
暮
①
旨
塁
暮
N
教
授
（
ケ
ル
ン
・
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
社
会
研
究
所
）
に
テ

ー
マ
を
選
別
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
法
政
策
に
つ
い
て
は
、

ド
イ
ッ
連
邦
議
会
法
務
委
員
会
委
員
長
＝
零
富
旨
国
Φ
ぎ
誉
げ
、
連
邦
議

会
議
員
U
亀
9
困
Φ
ゴ
Φ
旨
、
議
会
付
政
務
次
官
鵠
導
¢
ミ
島
Φ
累
9
巨
騨

博
士
及
び
訟
導
の
3
≦
一
爵
博
士
、
な
ら
び
に
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ

フ
ァ
ル
ツ
州
司
法
大
臣
国
＆
富
旨
宙
鼻
宮
一
教
授
等
が
代
表
と
し
て

出
席
し
て
い
る
．
経
済
の
観
点
か
ら
は
、
国
釦
扉
［
竃
震
ざ
Φ
教
授
及

び
碧
霞
旨
a
竃
騨
暮
博
士
、
消
費
者
及
び
労
働
者
の
観
点
か
ら
は
、

缶
Φ
ぎ
暮
冨
注
Φ
毎
並
び
に
缶
碧
¢
Ω
Φ
警
霞
博
士
の
意
見
を
聴
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
を
代
表

し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
事
9
9
二
魯
民
暮
器
拐
一
。
ぎ
博
士
の
意
見
を

聴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
テ
ー
マ
の
紹
介
及
び
実
務
サ
イ
ド
か
ら
の
報
告
の
後
に
、
包
括
的
な
討

論
が
こ
の
会
合
の
中
心
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
連
邦
司
法
大
臣
国
眞
①
一
富
注

は
、
こ
の
討
論
会
か
ら
法
規
の
過
剰
化
現
象
の
解
決
の
た
め
の
特
効
薬
を

得
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
以
下
の
事
項
を

期
待
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
．

i
現
代
の
法
思
想
及
び
法
律
思
想
に
お
け
る
意
識
変
革
の
契
機
、

ー
今
後
な
す
べ
き
法
の
整
備
な
ら
び
に
簡
素
化
の
た
め
の
短
期
及
び
中

　
　
期
的
な
措
置
の
提
案
、

ー
長
期
的
な
解
決
策
の
研
究
展
望
な
ど
。

　
連
邦
司
法
大
臣
国
導
ψ
＞
●
d
凝
画
富
こ
曰
く
、
「
我
々
は
、
よ
り
多
く

の
法
律
が
必
ず
し
も
よ
り
一
層
の
自
由
、
正
義
そ
し
て
法
的
安
定
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
べ
て
の
責
務
を
一
手
に
引
き
受
け
、
全
領
域
に
統
一
基
準
を
設
け
て
い

る
国
家
は
、
国
民
に
対
し
て
す
べ
て
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
自
主
性
、
自
発
性
及
び
冒
険
心
な
ど
が
麻
痺
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
，
こ
の
討
論
会
の
目
的
は
．
原
因
及
び
結
果
の
広
範
囲
に
亘
る
分

析
を
通
し
て
、
立
法
に
関
与
す
る
全
ス
タ
ッ
フ
に
立
法
の
問
題
性
を
認
識

さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
法
律
の
制
定
は
、
工
業
生
産
と
同
じ
ょ
う
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
よ
り
厳
し
い
品
質
・
必
要
性
・
結
果
の
管
理
下
に
置
か
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。

二

民
主
主
義
的
法
治
国
家
に
お
け
る
権
利
と
法
律

に
関
す
る
現
代
的
諸
問
題

ー
連
邦
司
法
大
臣
の
講
演
ー

　
連
邦
司
法
大
臣
頃
導
田
》
国
お
①
一
富
包
は
、
一
九
八
六
年
七
月
三
日

に
「
よ
り
少
な
い
法
律
に
ょ
っ
て
よ
り
多
く
の
権
利
が
得
ら
れ
る
か
？
」

と
題
す
る
討
論
会
に
お
い
て
以
下
の
講
演
を
行
っ
た
。
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諸
君
！

「
よ
り
少
な
い
法
律
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
権
利
が
得
ら
れ
る
か
？
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
こ
の
討
論
会
へ
の
諸
君
の
御
列
席
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
．

諸
君
が
私
の
招
待
に
応
じ
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。
こ
れ
は
、
私
に

と
っ
て
は
、
連
邦
政
府
と
同
様
に
、
諸
君
が
こ
の
テ
ー
マ
に
重
大
な
意
義

を
認
め
て
い
る
確
か
な
証
拠
で
あ
る
。

　
私
ど
も
は
、
単
に
ボ
ン
の
ラ
イ
ン
タ
ー
ル
の
気
候
を
避
け
る
た
め
に
、

悶
ユ
8
浮
マ
Z
窪
導
即
導
財
団
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
テ
ソ
宮
殿
に
諸
君
を
お
招
き

し
た
訳
で
は
な
い
。
「
よ
り
少
な
い
法
律
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
権
利
が

得
ら
れ
る
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
今
日
的
な
法
政
策
的
問
題
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
特
別
な
自
由
の
問
題
で
も
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
6
ぎ
目
器

U
①
匡
醇
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
「
我
々
自
由
主
義

者
に
と
っ
て
権
利
と
は
、
し
ば
し
ば
重
要
な
基
本
権
及
び
自
由
権
に
内
在

す
る
原
権
〈
写
§
算
〉
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
法
律
が
認
め
た
権
利

〈
O
①
器
9
①
ω
§
年
〉
で
は
な
い
。
権
利
は
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
お
け
る
人
間

の
共
同
生
活
の
基
礎
で
あ
り
、
保
障
で
あ
る
．
」

　
こ
の
討
論
会
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
学
者
、
政
治
家
、
裁
判
官
及
び
弁

護
士
、
な
ら
び
に
経
済
、
労
働
組
合
、
消
費
者
連
盟
、
マ
ス
コ
、
・
・
等
こ
れ

ほ
ど
素
晴
ら
し
い
各
界
代
表
と
討
論
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
る
．
ま
さ
は
諸
君
の
実
務
経
験
や
学
術
的

知
識
の
幅
広
さ
か
ら
、
よ
り
少
な
い
法
律
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
権
利
、

ひ
い
て
は
よ
り
多
く
の
自
由
、
正
義
及
び
法
的
安
定
が
獲
得
さ
れ
得
る
か

否
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
手
掛
か
り
な
い
し
は
展
望
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
立
法
機
関
は
、
我
々
の
法
秩
序
及
び
社
会
秩
序
に
基
づ
い
て
、
あ
ら
ゆ

る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
継
続
的
に
法
規
を
「
作
成
」
す
る
．
〔
し
か
し
〕
、
専

門
紙
や
マ
ス
コ
、
・
・
に
お
け
る
批
判
を
注
意
深
く
見
て
み
る
と
．
立
法
機
関

が
全
く
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
拭
い
き
れ
な
い
。
す
な
わ

ち
、
法
は
、
法
規
に
よ
っ
て
法
適
用
者
に
と
っ
て
よ
り
簡
単
に
な
る
訳
で

も
な
け
れ
ば
、
国
民
に
と
っ
て
予
測
可
能
な
も
の
に
な
る
訳
で
も
な
い
。

閑
ま
貫
霞
≧
ぎ
卑
暮
は
、
法
律
過
剰
の
増
大
化
に
ょ
り
、
「
合
法
性
の
判

断
に
対
す
る
確
信
、
な
ら
び
に
そ
れ
と
と
も
に
法
律
と
法
の
調
和
に
対
す

る
信
頼
が
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
」
と
看
て
い
る
．

　
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
我
々
の
意
見
交
換
は
三
つ
の
主
要
な
目
的
を

有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
第
一
に
、
我
々
の
社
会
の
法
律
思
想
上
の
意
識
変
革
へ
誘
う
た
め
の
、

立
法
化
の
原
因
及
び
結
果
の
分
析
の
強
化
、

　
第
二
に
、
法
と
法
律
と
の
関
係
の
た
め
の
新
た
な
解
決
策
の
手
掛
か
り

へ
の
模
索
、

　
第
三
に
、
立
法
化
の
基
本
問
題
の
た
め
の
研
究
展
望
の
展
開
が
こ
れ
で

あ
る
。

　
立
法
化
現
象
は
、
特
に
次
の
三
つ
の
問
題
領
域
に
は
っ
き
り
と
見
て
と

れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
＊
法
規
の
過
剰
化
、

　
＊
日
常
生
活
の
立
法
化
、

　
＊
法
的
規
制
の
限
界
、
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が
こ
れ
で
あ
る
．

　
我
々
が
、
よ
り
少
な
い
法
律
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
権
利
が
得
ら
れ
る

か
と
問
う
な
ら
ぽ
、
我
々
は
、
多
す
ぎ
る
法
律
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
仮

定
す
る
こ
と
に
な
る
．
「
法
規
の
過
剰
化
〈
Z
。
馨
①
島
暮
〉
」
、
「
条
文
の
錯
綜

化
〈
評
蚕
鷺
鑑
窪
身
ざ
。
騨
〉
」
或
は
「
法
律
の
膨
張
合
霧
喜
旨
蜜
ぎ
導
」

の
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ソ
が
議
論
を
支
配
し
て
い
る
．

　
図
書
館
に
お
い
て
、
益
々
厚
く
な
る
法
令
官
報
で
埋
ま
っ
た
益
々
長
く

な
る
書
架
を
観
察
す
る
と
、
一
見
し
て
こ
う
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
る
．
法
律
の
刊
行
資
料
は
、
最
近
数
年
間
で
十
倍
に
な
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
日
で
は
、
一
年
間
に
百
年
前
で
あ
れ
ば
十
年
間
分

に
相
当
す
る
ぐ
ら
い
の
法
律
資
料
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
．

　
一
九
七
六
年
に
は
、
連
邦
官
報
第
一
部
を
構
成
す
る
三
巻
は
、
計
三
八

八
四
頁
の
記
録
を
達
成
し
た
！
　
し
か
し
、
我
々
の
法
規
の
過
剰
化
に
対

す
る
苦
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
は
少
な
く
と
も
各
二
六
五
〇
頁
に
及

ぶ
二
巻
の
連
邦
官
報
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
巻
数
及
び
頁
数
は
、
そ
の
証
明
力
に
限
界
が
あ
る
と
は
い

え
、
法
の
非
可
視
性
や
増
大
す
る
肥
大
化
及
び
増
々
の
複
雑
化
を
も
た
ら

し
た
「
法
律
資
料
く
寄
号
奮
ε
津
」
の
増
加
を
示
す
ひ
と
つ
の
証
左
で
あ

る
。
確
か
に
、
法
律
資
料
の
増
加
に
よ
っ
て
生
じ
た
問
題
は
、
法
律
の
整

理
、
資
料
整
理
の
自
動
化
お
よ
び
情
報
斡
旋
な
ど
の
よ
う
な
技
術
的
な
手

段
に
よ
っ
て
十
分
に
軽
減
さ
れ
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
数
字
は
依
然
と

し
て
印
象
的
で
あ
る
．

　
と
に
か
く
司
法
省
で
は
、
国
内
の
連
邦
法
に
あ
っ
て
は
、
一
八
六
九
年

以
来
、
全
体
と
し
て
三
万
五
千
の
立
法
文
書
が
一
九
六
三
年
一
二
旦
三

日
現
在
で
整
理
さ
れ
、
連
邦
官
報
第
三
部
に
公
式
に
収
録
さ
れ
た
．
約
七

万
五
千
の
個
別
規
定
を
持
っ
た
三
千
五
百
の
基
本
と
な
る
法
律
盒
鼠
亭

暴
患
薄
V
が
こ
れ
で
あ
る
．
あ
と
に
続
く
一
九
八
四
年
ま
で
の
二
〇
年

間
に
、
約
七
万
の
個
別
規
定
を
持
っ
た
新
た
に
七
千
の
立
法
文
書
が
公
布

さ
れ
た
。

　
連
邦
司
法
省
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
こ
の
過
剰
な
法
規
は
、
一
九
八
八
年

末
迄
に
整
理
さ
れ
、
現
在
の
条
文
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
際
、
約
九
万
の
個
別
規
定
を
有
す
る
合
計
少
な
く
と
も
五
千
の
基
本

と
な
る
法
律
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
具
体
的
に
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
果
た
し
て
約
九
万
の

個
別
規
定
の
内
容
は
、
国
家
が
そ
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に
真
に
必
要
な

連
邦
法
の
法
規
量
で
あ
る
の
か
？

　
こ
の
問
題
に
答
え
る
場
合
に
は
、
法
律
の
量
に
お
い
て
も
i
電
子
補

助
手
段
の
投
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
1
量
的
に
最
善
の
状
態
が
あ
り
、
そ

の
上
に
立
っ
て
質
的
向
上
の
よ
う
な
も
の
が
登
場
す
る
こ
と
を
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
法
規
は
、
も
っ
ば
ら
そ
の
量
の
故
に
そ
の
効
力
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
そ

の
目
的
を
達
成
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
．
こ
れ
は
、
ま
ず
第
一
に
情
報
伝

達
の
問
題
で
あ
る
．
と
い
う
の
は
、
国
民
に
適
時
に
伝
達
さ
れ
な
い
法
律

は
、
国
民
に
よ
っ
て
遵
守
さ
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
情
に
よ
っ
て
は
、

法
規
は
、
量
的
な
ー
ま
た
質
的
な
ー
理
由
か
ら
そ
れ
ど
こ
ろ
か
非
生

産
的
に
さ
え
作
用
し
、
法
規
が
促
進
し
た
り
、
保
護
し
た
り
し
よ
う
と
す
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る
価
値
を
損
な
う
こ
と
も
あ
る
。

　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
法
は
そ
の
意
義
を
失
う
で
あ
ろ
う
ー
．
　
い
ず
れ
に
し

て
も
、
そ
の
よ
う
な
転
換
が
生
じ
る
ポ
イ
ソ
ト
に
凡
そ
の
目
星
を
付
け
る

こ
と
は
、
基
礎
的
研
究
が
重
要
な
貢
献
を
な
し
得
る
主
要
な
政
策
上
の
関

心
事
で
あ
る
。

　
量
的
な
問
題
の
大
多
数
が
、
法
律
の
整
理
、
法
規
デ
ー
タ
バ
ン
ク
及
び

国
民
に
身
近
な
情
報
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
得
る
と
し
て
、
過
剰
な
法
規
が

一
定
の
方
法
で
概
観
し
得
る
と
し
て
も
、
よ
り
多
く
の
法
律
が
自
由
、
正

義
及
び
法
的
安
定
の
意
味
で
の
よ
り
多
く
の
権
利
を
意
味
し
得
る
か
否
か

の
問
題
は
、
依
然
と
し
て
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
た
と
え
ぽ
、
政
治
．
経
済
、
労
働
、
家
庭
、
教
育
、
余

暇
な
ど
司
法
及
び
行
政
を
越
え
た
殆
ど
全
部
の
領
域
に
亘
る
我
々
の
生
活

領
域
を
め
ぐ
る
立
法
の
増
大
の
も
つ
、
よ
り
質
的
な
問
題
な
の
で
あ
る
．

要
す
る
に
、
国
家
に
ょ
る
社
会
の
統
制
で
あ
る
。
法
規
作
成
機
関
に
関
し

て
は
、
こ
う
し
た
関
係
に
お
い
て
立
法
の
三
つ
の
現
象
形
態
を
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

　
＊
法
律
の
形
式
で
の
立
法
化
目
議
会
主
義
化
令
毘
弩
Φ
暮
畳
路
匡
凝
V

　
＊
行
政
に
よ
る
立
法
化
ー
官
僚
主
義
化
命
辞
畠
翼
芭
①
凄
夷
〉

　
＊
判
決
書
類
の
形
式
で
の
立
法
化
u
司
法
化
合
臣
評
巨
巨
霞
旨
彫

　
我
々
は
、
本
日
は
特
に
第
一
の
現
象
形
態
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
．

　
過
去
一
〇
年
間
に
立
法
化
に
よ
る
自
由
制
限
的
効
果
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。
つ
ま
り
、
国
民
は
．
よ
り
一
層
完
全
主
義
的
に
世
話
を
や
か
れ
、

保
護
さ
れ
、
計
画
に
組
込
ま
れ
、
且
つ
指
示
さ
れ
る
の
で
、
国
民
の
自
由

を
危
う
く
す
る
も
の
は
、
国
家
の
自
由
保
障
的
手
段
そ
れ
自
体
な
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
個
人
の
生
活
領
域
へ
の
重
大
な
侵
害
の
結
果
、
我
々
は
、

法
律
に
ょ
る
よ
り
多
く
の
自
由
と
い
う
目
標
に
向
か
う
途
上
で
、
す
で
に

そ
の
頂
点
を
踏
み
越
え
て
は
い
な
い
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
よ
り
多
く
の
法
律
と
い
う
方
向
へ
の
新
た
な
発
展

を
抑
制
で
き
な
け
れ
ば
、
完
全
な
立
法
化
に
到
達
す
る
結
果
に
な
る
で
あ

ろ
う
．
そ
の
結
果
と
し
て
、
一
方
で
は
、
個
人
の
国
家
へ
の
依
存
度
が
、

他
方
で
は
，
国
家
に
対
す
る
請
求
権
思
想
が
鼻
も
ち
な
ら
な
い
ほ
ど
高
ま

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
立
法
化
を
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
よ
り
多
く
の
法
律
は
、
少
な
く

と
も
自
由
と
正
義
の
バ
ラ
ソ
ス
を
乱
す
と
い
う
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き

る
。
従
っ
て
、
個
々
の
法
律
に
関
連
し
て
、
い
か
な
る
種
類
と
範
囲
の
法

律
が
適
当
で
あ
る
か
を
基
本
的
に
も
確
定
し
、
自
由
と
正
義
の
必
要
な
バ

ラ
ソ
ス
、
ひ
い
て
は
法
と
法
律
の
調
和
を
保
障
す
る
と
い
う
試
み
は
、
法

学
者
や
社
会
学
者
の
研
究
の
あ
ら
ゆ
る
出
発
点
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
因
み
に
、
そ
の
他
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
立
法
文
書
の
増
大
に
よ
っ
て

自
覚
さ
れ
た
、
法
的
規
制
の
限
界
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。
法
治
国
家

に
と
っ
て
法
と
は
、
憲
法
上
の
価
値
基
準
の
範
囲
内
で
政
策
を
社
会
的
現

実
に
転
換
す
る
典
型
的
な
手
段
で
あ
る
。

　
国
家
、
社
会
．
個
人
の
可
能
な
限
り
の
広
範
囲
な
独
立
と
い
う
自
由
主

義
的
な
前
提
の
下
で
す
ら
、
社
会
的
法
治
国
家
に
お
い
て
は
、
や
は
り
法

的
安
定
性
の
理
由
か
ら
行
動
を
制
御
す
る
法
規
の
必
要
性
を
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
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そ
れ
故
に
、
行
政
及
び
司
法
に
お
け
る
法
は
、
労
働
力
市
場
に
お
け
る

賃
金
と
同
様
、
国
家
の
最
も
重
要
な
制
御
手
段
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

〔
行
政
及
び
司
法
に
お
け
る
法
〕
は
、
最
近
の
学
説
で
は
、
率
直
に
「
規
制
的

法
〈
冨
讐
馨
。
議
3
緩
寄
魯
σ
〉
」
、
す
な
わ
ち
、
国
家
が
介
入
す
る
場
合
の

特
別
の
法
律
類
型
と
看
な
さ
れ
て
い
る
．

　
そ
れ
故
に
、
法
治
国
家
が
規
制
手
段
と
し
て
の
法
を
益
々
一
層
利
用
す

る
こ
と
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
規
制
手
段
と
し
て
の
法

の
機
能
は
、
そ
の
限
界
を
露
呈
し
て
い
る
．
連
邦
共
和
国
の
よ
う
な
高
度

に
発
達
し
た
、
複
雑
な
産
業
社
会
は
、
社
会
制
御
の
問
題
〈
幹
窪
窪
毒
σ
q
－

呂
き
げ
一
聾
窪
V
に
直
面
し
て
い
る
。

　
こ
れ
と
の
関
係
に
お
け
る
対
抗
戦
略
は
、
二
つ
の
方
向
に
展
開
さ
れ
て

い
る
。
一
つ
は
、
立
法
理
論
に
基
づ
く
現
代
的
な
知
識
を
駆
使
し
て
法
規

の
質
の
向
上
を
議
論
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
法
律
を
非
精
緻
化

合
旨
凌
審
…
夷
〉
す
る
措
置
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
細
部
規
定
か
ら

概
括
的
立
法
命
導
幕
眞
魯
①
蔚
鴨
言
鑛
〉
へ
の
経
過
措
置
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
法
規
の
細
部
規
律
〈
寄
鴨
一
毒
鴨
幕
ま
〉
は
緩
和
さ
れ
る
．
更
に
、

法
律
は
、
一
般
条
項
や
不
特
定
概
念
を
頻
繁
に
適
用
す
る
こ
と
で
弾
力
的

に
運
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
．

　
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
内
務
大
臣
と
の
協
力
に
よ
り
連
邦
司
法
省
が
開

発
し
た
「
連
邦
法
規
に
関
す
る
審
査
条
項
〔
法
律
の
非
精
緻
化
措
置
の
一
環
と

し
て
行
政
レ
ベ
ル
で
考
案
さ
れ
た
連
邦
法
規
に
対
す
る
一
定
の
規
制
（
法
規
の
必
要

性
・
有
効
性
の
度
合
い
に
よ
る
取
捨
選
択
）
を
行
う
た
め
の
審
査
条
項
〕
盒
議
や

ヰ
夷
窪
〉
」
は
、
幸
先
の
良
さ
を
示
し
て
い
る
。

　
他
方
、
法
理
論
や
法
社
会
学
の
領
域
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
層
頻
繁
に
、

解
決
方
法
と
し
て
、
自
己
規
制
に
よ
る
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
が
議
論
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
行
動
を
直
接
法
規
化
す
る
代
わ
り
に
、

法
は
、
組
織
及
び
手
続
の
制
御
な
ら
び
に
制
御
権
の
新
た
な
分
配
の
み
に

制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
労
働
法
上
、
こ
こ
で
は
賃
金
交
渉
制
度
角
毘
才
①
旨
き
島
暮
鴨
亀
§
ヨ
〉

が
歴
史
的
な
事
例
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
に
よ
る
法
的
中
央
統
制
の
代
わ
り
に
、
専
門
的
な

自
己
制
御
を
！
　
こ
こ
に
私
は
、
有
望
な
解
決
の
糸
口
を
見
い
出
し
て
い

る
。　

私
の
論
述
の
最
後
に
、
も
う
一
度
「
よ
り
少
な
い
法
律
に
よ
っ
て
よ
り

多
く
の
権
利
が
得
ら
れ
る
か
？
」
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
な
ら
ば
、
次

の
よ
う
に
要
約
し
て
お
答
え
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

　
我
々
が
新
し
い
経
済
的
、
技
術
的
或
は
社
会
的
な
所
与
性
に
適
応
す
る

た
め
に
、
法
律
の
制
定
或
は
法
律
の
改
正
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
論
の
余
地
は
な
い
。

　
法
律
の
数
及
び
そ
の
範
囲
は
、
国
家
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
使
命
に
も
依

拠
し
て
い
る
。

　
そ
れ
と
は
別
に
、
法
治
国
家
、
法
的
安
定
性
及
び
権
利
平
等
の
原
則
は
、

あ
る
一
定
の
不
可
避
的
な
量
の
法
律
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
ま
ず
は

じ
め
に
問
題
を
解
決
す
る
の
に
現
行
法
で
は
不
十
分
で
あ
る
の
か
否
か
が

常
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
専
ら
〔
う
わ
べ
だ
け
の
〕
積
極
性
を
誇
示
せ
ん
と
し
、
決
し
て
問
題
の
解
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決
に
は
な
ら
な
い
よ
う
な
法
律
は
制
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
関
し

て
は
、
と
く
に
我
々
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
．
籍

口
的
な
法
律
〈
＞
喜
督
婁
器
〉
は
、
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
ど
こ
ろ

か
、
問
題
を
悪
化
さ
せ
る
。
そ
の
上
に
、
法
の
権
威
、
ひ
い
て
は
我
々
す

べ
て
が
依
っ
て
立
つ
法
律
文
化
を
退
廃
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
．

『法規の過剰化現象にいかに対処すべきか」
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